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皮賞運動野から視床下部外側野への入力の研
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摂食行動の ''動機づけ'',I-統合"及び "表出"には視

床下部外側野 (摂食中枢,LH),LHと前琉野など他中

枢部位との相互連絡及び皮質運動野 (MC)がそれぞれ

重要であると考えられる｡本研究ではLHニューロソの

レバー押し摂食行動及びMC刺激に対する応答様式をし

らべた.またベルオキシ〆-セ法によりMCからLHへ
の在接紋維投射の11無もしらべた｡

研 究 方 法

アカゲザル3規を用いた｡LH311-ニュ-ロソ活動を

記録し,MCの手腕抗域及び両側錐体路 (PT)を刺放

した｡データーの耶折には シグナルプロセッサ (三栄

㈱)とミニコソ(YHP2100A)を用いた｡

研 究 成 果

i) LHニ1-ロソの約30%は昨年度までに明らかに

した上うにレバー押し約1.7から0.6秒までに括動の上界

を示した｡ ii)挽来した21個のLHニューロソFl111個が

MC刺激に応答した｡そのうち8個にはMC刺故により

短河時 (平均2.2msec)で興部,ついで平均25msec持

続の抑制とさらにそれに挽く河時の長い(平均116msec)

著明な興缶が認められた｡iii)HRPのLH内注入突放

により,逆方向性に約送されたHRP灯粒がMCに認め

られた｡iv)L11刺数に.tりMCニューロソには逝方向

性スパイク(汚時0.5msec)に続いて短何時 (3.6msec)

の興啓及び持続約25msecの抑制が認められた｡以上か

ら '̀動較づげ'を発生するLHニューロソは最終の `̀表

出川を行うMCに連絡し,またMCから直接の入力を受

けて摂食行動の円滑な遂行を行うと推察できる｡
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条件反応にともなう皮質枝電位変動の屑的検
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目的 所mCNV現象における遊動準備の安田と,そ

れ以外の安田を行動的に分離し,その基本的波形および

深さの軸における分布の遊具を検討する｡即ち,遊動反

応の有無で並木波形に益があるか,その差は探さにより

どのように只同するか｡また同一行動条件内での波形の

異同はどうか｡アカゲザル2銃使用｡

方法 1) 行動条件 a.サルが自発的にキーを3秒押

し続ける (dro3sec･)と, ランプが 1秒間点灯する｡

この間にキーを離せば硫化刺激 (II20)が与えられる

(FR1.LHIsec.)｡以下これを20-40回反復すると,

scheduleはb.に移行する｡b.サルが自発的にキーを押

し3秒押し拭けるとラソプが点灯し,a.における平均反

応時間 (0.3-0.4sec.)経過後強化される｡点灯時に反

応すれば強化奪取して,エラー･ホールド｡これを同数

反復し再びa.に移行｡両条件とも強化で消灯｡

2) 深さの検討 践沼式manipulatorを用い先端直

経0.2mmのガラス管封入のAg-AgCl電極を表層から

0.5mmきざみで刺入｡記録部位は反応肢対側のpre-お

よびpost-central｡基準電極は同側のinf.par.および

対側のsup.front.,imf.par.の平均とした｡

結果 行動条件ではdroの長さ.lamp点灯から執化

までの時間等は等しく,キー離し反応の有無のみが相迎

する｡

運動反応直前の比較的立ち上がりの速い波 (狭義の

motorpotential,即ちVaughan,GのP2P8)はキー

擬し有りでは反応前0.5秒ほどから始まるが,キー離し

無しでは,この波がほとんど見られないか,立ち上がり

時間が遅いか,または強化後に始めて立ち上がる(Paの

み)かのいずれかであり,これは部位,深さによって異

なったが/ほとんどが強化後に始めて立ち上がり,その

波形は反応有りの場合の強化後の波形に相似する偵向を

示した｡しかし一般にこの波の振幅はキー赦し有り免件

で大きかった｡

キー難しの有無によらず,motorpotentialの振幅は

1.5mm付近で最大となるものが多く,P2,P8の振幅

は深さによりその大小が変化した｡運動の有無による

motorpotentialの振幅の蓋は1.0-1.5mmで有も大き

く次いでより軌 ､点字大である｡

特別な場合としてmotorpotentialの極性が逆転した

部位が3点有り,いずれも中心掛こ沿った運動野側から

記録された｡このような部位においても.所謂CNV波

形の柾性は他の部位と等しかった｡また特にPZのみが

1.5mm付近で逆転する例も有り, これは両野で見られ

たがpost-centralおいてより大きな振幅を示した｡

dro期間中の所謂 CNV波形, ないしは readiness

potential波形は深さにより異なるが,少なくともキー

離し遊動の有鰍こよらずゆるやかな立ち上が りを見せ

た.このことは少なくともキー離し運動の存在は必らず

Lもいわゆる CNV発現の条件でないことを示してい

る｡かなりの部位で振幅はキー離し有り条件においてよ

り大であったが.逆の場合も有り,その多くは 1.5-

2.5mmの深さにおいて見られ,波形は単調増加せず,

droの中期で最大の傾向を示した｡またほとんどの部位

でmotorpotential孜にゼロ ･レベル以下に立ち下が

り,その後,ゆるやかに立ち上がる傾向であらた｡

探さについてみると,捌 苗(これは一皮下がり徐 に々

上がる,その両者を含めて)は0.0-0.5mmで大,1･0-

1.5mmで小,より深い点で再び大となった｡また この

波は,2.0-2.5mmで逆転する部位があったがこれは数

例にとどまり,その場合表層で上向き,深層で下向きと

なりdro前半に逆転するものと,後半に逆転するものと

であった｡前半に逆転するもののmotorpOtentialは

1.5mmより表層で.後半に逆転するものは1･5mmより

深層で最大振幅を示した｡1)

探さについて二行動条件間の蓋は0.0-0.5mmおよび

1.5-2.0mmで大きく,その中間で小さい｡

以上motot-Potentialとreadinesspotentialで最大

振幅を示す深さが異なることがおかIDたが,一般に,探

1)CNV様波形がそのまま単調減少波形に逆転する
例はなく,その前半.後半,あるいは中期に逆極性化

するものがあったが,'このような例をもってspe
cificな要素を持つ例とすべきか否かには試論の余
地があろう･J･･.
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